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現行の乳癌検診の世界標準はX線透過撮像法であるX線マンモグラフィであるが、X線遮断要因

となるコラーゲン繊維が密集した高濃度乳房(50 才未満の世界の女性の半数以上を占める)では、

乳がん組織のコントラストを得ることができず、現行の乳癌検診そのものの意義を問う問題が全

世界で顕在化している。高濃度乳房、非高濃度乳房に依らず乳房の導電性は低く、乳がん組織(約

50 at 10 GHz)と正常組織(約6 at 10 GHz)の大きな比誘電率の差から、伝搬性と検出感度の観点から

マイクロ波は乳癌検出において最も理想的な波動であるといえる。近年、我々は、画像再構成さ

らには正確な画像診断への最重要課題となる“波動散乱の逆問題”を、多重経路散乱場の逆解析

理論の開発により解決し、マイクロ波マンモグラフィシステムの開発に成功した1, 2.,3。本研究では、

本システムを非浸潤性乳管癌（DCIS）を含む高濃度乳房に適用した結果を報告する 。非浸潤性乳

管癌とは、癌細胞が乳管内あるいは小葉内に限局し、間質への浸潤がみられない癌である。以下

に、非浸潤性乳管癌と疑われる被験者２人のX線マンモグラフィ画像(Fig. 1(a), Fig.1(b))、マイクロ

波マンモグラフィ画像(Fig. 1(c), Fig. 1(d))をFig. 1に示す。マイクロ波マンモグラフィ画像(Fig. 1(c), 

Fig. 1(d))において、乳管内に進展している癌組織をハイコントラストに描出されており、本機器

において、非浸潤性乳管癌においても描出可能であると言える。乳房表面での測定点は、片側の

乳房全体で32×128 点、時間軸での測定点は512 点、画像構築に要する計算時間は1秒程度であっ

た。講演では、これらの症例における画像についての物理的考察を示す。 
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Fig.1 Comparison of microwave tomographic imaging and mammography imaging 
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